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「私がもし，他の人たちよりもずっと遠くまで見ることができたといえるのならば，

それは，私が巨人たちの肩の上に立って見ることができたからにほかならない」とい

う晩年のアイザック・ニュートンの有名な逸話があります．この逸話にはいくつかの

解釈があって，第1は ‘ニュートンが謙虚で控え目だったので，こういう言葉が彼の

口から自然に出てきたのだ’という解釈です．第2は，‘これらのコトバは，当時，

流行りのごく陳腐な表現なので，イギリス紳士の謙虚さを強調するためのいくぶん誇

張されたつくり話だ’という解釈です．第3は，‘ニュートンの強烈な論争相手だっ

たロバート・フックがひじょうに小男だったので，（「巨人の肩の上」という表現は）

フックに対する“あてこすり”的な意味合いを含んだ，ニュートンの辛らつなユーモ

アだ’という解釈です．いずれの解釈もひじょうにもっともらしい解釈です．しか

し，解釈がどうあろうと，科学史家の誰もが認めているのは，二十代のころ，青年ニ

学研究

ンがケプラーやデカルトやガリレオたち先人の著述を“一心不乱に”勉強した

という事実です．その集中力こそが，結果的には，「微積分法」，「光と色に関する理

論」，「万有引力の法則」という科学の世界をゆるがした三大理論を生み出したのだ，

といってもいいすぎではないでしょう．ですから上の解釈がどうであれ，ニュートン

が 巨人たちの肩の上に立って地平を眺める努力をした>のは事実だったのです．

翻って，現代に生きる私たち自身のことを考えてみましょう．科

から学

とは，まだ

誰もが知らない新しい知識を生み出す地道な作業です．私たちは，ともすれば新しい

知識の発見にこだわりすぎて（何事も“新しさ”ばかりを追求して），先人から学ぶ，

それもニュートンのように一心不乱になって先人の業績

しい1

ぶということを忘れて

はいないでしょうか．視覚科学の分野にいる私にとっては，視覚科学の黄金時代と呼

ぶに相応 見でき9世紀の巨人たちの業績の中に，“新しい宝物”を発

す．が

るような気

いして ま
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